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地区名 子の名 保護者

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※
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１2
月
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略
）
情
報
は
、
広
報
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掲
載
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対
し
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、
ご
家
族
等
に
同
意
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

地区名 亡くなった方 満年齢
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榔
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浅あ
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け
と
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井
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子

死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ

さわらび短歌会　前田　知
と も こ

子さん（満倉）

▶歌人をご紹介します

「歌は歌中、人は人中、一本松さわらび短歌会に入会されたし」昭和
56年南予短歌大会の後に入多泰

た い

先生からはがきを頂きました。伝統の
あるさわらび短歌会に入会しましたが、当時の会は歌歴30年以上の方た
ちばかりで歯に衣着せぬ歌評でした。その歌評が聞きたくて休みませんで
した。短歌は、歌会こそが学びの場だと思いました。さわらび短歌会の方
たちは、日本語の調べや語法を大切にし、厳しさの中にも温もりのある歌
会なのでした。農家の主婦が多く、土に生きる人たちの歌には力強さがあ

り素朴さがありました。
　　入多先生のご縁で学べる幸せを思います。「一握の
砂」の韻律を模倣しながら作歌を始めましたが、短歌
の奥深さに気付き心の支えになりました。日記を記す
ように素の自分と向き合い作歌することで人生の急坂
を越えてきました。短歌は自分との対話に思えます。
　　歌は歌中、来月の歌会が待たれます。


